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✧ 気象振興協議会平成 25 年度定例総会（第 13 回）が開催されました 

－新会長に木本昌秀東大教授が就任－ 

 
 気象事業や気象情報に関わる気象事業者や報道機関などの機関が集まって運営されている気象

振興協議会の総会が 7月 23 日午後に東京都千代田区で開催されました。 

 総会議事では会員異動報告に続いて、住会長が退任されることに伴う会長の選任が行われ、木

本昌秀東京大学大気海洋研究所 副所長・教授が新たに会長に選任されました。 

 木本新会長からは会員ともども気象事業の進展に努めたいとのご挨拶がありました。 

 平成 24 年度の活動報告案や収支決算報告、平成 25 年度活動方針及び同予算案が原案通り満場

一致で了承されました。 

 記念講演では、「気象業務の現状と展望」と題して気象庁総務部 長谷川企画課長から講演をい

ただきました。昨年の九州北部豪雨など最近の激しい気象災害に対応して気象庁が防災気象情報

の改善に努めてきて特別警報を創設するに至ったこと、その基準や考え方を解説されました。特

別警報の創設に対し、市町村からは予報の精度向上が寄せられるなどの一層の予報精度向上がカ

ギであるとして、LFM*など新たなモデルの開発をはじめ、観測データの気象庁ホームページでの

提供など情報の開示にも努めているとのことです。 

 一方で、世界的に見ても気候サービスのための世界的枠組みが世界気象機関で協議されるなど、

これまで扱いにくかった気候情報を適切に扱う取組への努力が進められていると紹介され、気象

庁もアジア地域への貢献を具体的に進めている努力の一端を紹介されました。続いて、当協議会 

住会長から「退任にあたって～今後の気象業界の予想」と題して、今後の気象業界の一層の発展

を願って、現在の気象業界の抱える課題は何かについて概括されました。 

 

*LFM … Local Forecast Model 局地モデル 

 

(気象業務支援センター 振興部) 

 


